
【学習過程の工夫】の手だて 
    

 

６年 鳥獣戯画を読む 浮世絵の解説者になろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単元のゴールを「クラスで浮世絵の解説発表会を行うこと」と設定した。浮世絵を読み取った
り、詳しく調べたりして、解説文を作成し、発表会を行う流れで単元の学習を進めた。 

・「鳥獣戯画を読む」から、筆者の着眼点や評価の言葉を学び、自分たちでも使える言葉をまと 
めてから、解説文を書けるようにした。 

・ウェビングマップを活用し、様々な視点から絵画の特徴やよさを見付けられるようにした。 

・発表会に向けて、色鉛筆で視点をもって解説文を相互に評価し合う推敲活動を設定した。 

・何度も書き直しをする必要がないように、評価を直接書き込むことができるワークシートを作

成した。 

視点を明確にして相互評価し、推敲する 

Jamboradを活用し、叙述

に対して、着眼点が分かる言

葉に青色マーカーを、評価の

言葉に赤色マーカーを書き入

れた。リアルタイムで友達の

マーカーと比較し、話し合う

ことで、それぞれの言葉の使

い方に対する理解を深めた。 

大きさ、色、形など、それぞ

れの着眼点に対する語彙を増

やすために、クラスで言葉を

集め、表現方法ごとに仲間分

けを行った。使える語彙を増

やすことで、絵画を評価する

ためにぴったりと合った表現

を活用し、解説文の表現力を

高めた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ絵画を選んだ友達と、自分とは違う絵画

を選んだ友達、それぞれの友達と交流すること

で、絵画を読み取る着眼点が増え、たくさんの

視点で絵画を評価することができた。 

思考ツールのウェビング

マップを改良し、中心に解

説したい絵画を置いて、

様々な着眼点から絵画を評

価するためのワークシート

を作成した。そのワークシ

ートに記入したモデルを児

童に提示した。 

※
推
敲
前
の
文
章
で
す
が
、
表
現
の
工
夫
、
構
成
の
工
夫
を
意
識
で
き
て
い
る
解
説
文
。 


